
今月の紹介者 　
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、「
論
語
」を
学
ぶ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
論
語
」は
、
古
代
中
国
の
思
想
家
、
孔
子
の
教
え
を
弟
子
た
ち
が
書
き
記
し
た

も
の
で
、
人
と
し
て
の
生
き
る
道
や
考
え
方
、
道
徳
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
教
訓
と
し
て
活
用
し
て
い
る
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

論
語

読
ん
で
み
た
い
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中
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若
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私
は
よ
く
、
三
人
で
行
動
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
友
達
、
部
活
動
の
友
達
な
ど

組
み
合
わ
せ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ク
ラ
ス
で
は
、
休
み
時
間
な
ど
に

勉
強
の
こ
と
に
つ
い
て「
こ
う
す
れ
ば

も
っ
と
良
く
な
る
よ
」と
教
え
合
い
ま

す
。所
属
し
て
い
る
卓
球
部
で
は
、ボ
ー

ル
が
入
ら
な
い
と
き
に
ラ
ケ
ッ
ト
の
角

度
を
確
認
し
合
い
ま
す
。
教
え
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
教
え
て
も
ら
う
側
だ
け

で
な
く
、
教
え
る
側
の
立
場
も
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
中
学
二
年

生
頃
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
教
え
合
い
を

し
て
き
た
の
で
、
テ
ス
ト
や
試
合
が
う

ま
く
い
き
ま
し
た
。

　

友
達
と
一
緒
に
行
動
す
る
と
、
相
手

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
、知
識
も
増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

周
り
の
友
達
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
自

分
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
、
三
年
生
に
な
り
、
進
路
で
悩

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
と
き

こ
そ
、
友
達
同
士
で
気
持
ち
を
伝
え
合

い
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
う
こ
と
で
心

が
強
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
友
達
と
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
人

生
の
先
輩
で
あ
る
両
親
や
先
生
方
に
も

相
談
し
な
が
ら
、
自
分
で
納
得
で
き
る

よ
う
に
進
路
を
決
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

先
生
は
言
わ
れ
た
、

「
自
分
を
含
め
て
三
人
で
行
動
し
た
ら
、
き
っ
と
他
の
二
人
の

言
動
は
、
必
ず
自
分
に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
師
と
な
る
。」と
。

市
役
所
の
こ
と��

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
！
問　
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政
策
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今回のテーマ
「�宇城市地域公共交通網形成計画」の策定
��～　”べんり”から一歩ふみ出す　～　を基本理念に

　4月1日から、総務部市長政策室の
行政経営係で勤務している松井佑樹と
申します。㈱ TKC からの出向で、宇
城市役所で2年間働くことになりまし
た。宇城市役所では、平成29年度か
ら RPA（定型的な業務を自動化する技
術）を取り入れて内部管理業務の効率
化を進めてきましたが、㈱ TKC での
システムエンジニアの経験を活かし
て、さらに RPA の業務範囲を拡大し
ていきたいと思っています。

出向期間　2019年4月��1日～
　　　　　2021年3月31日（2年間）
派�遣�元　㈱TKC。本社は栃木県宇都
　　　　　宮市。地方公共団体向けの
　　　　　情報サービスを提供する。

出
向
職
員
紹
介

地域拠点

路線バスや JR が結節
する交通の拠点、商業
施設や医療施設などが
立地する生活拠点

地域内幹線
地域内支線

居住地と最寄りの地域
拠点を結ぶ路線

宇城市が目指す地域公共交通網の姿

目標達成に向けた具体的施策

●�路線バスの見直し・再編

●�乗合タクシーの新規導入検討や見直し

●�駅などを拠点とした交通結節機能の強化

●��既存ストックなどを活用した新たな
　�地域公共交通システムの検討・導入●�路線バス・乗合タクシーの利用促進

詳しくは市ホームページで　→　

※�トリガー制度　バスの新規路線で
年間利用者数などに基準を設け、
下回った場合に運行を見直す制度。

路線バス

鉄道

地域間幹線軸

地域拠点と周辺自治体を結ぶ路線

松ま
つ
い井��
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　市では、将来にわたって持続可能な地域
公共交通網を形成することを目的とした

「宇城市地域公共交通網形成計画」を策定し
ました。
　近年、人口減少や高齢化に加え、熊本地
震の影響から公共交通の利用者数が減少し
ており、維持するための行政負担が増大し

ています。この計画には、課題に対応して
いくため、初めてトリガー制度 ※ を導入し
ました。また、松橋駅、小川駅などの地域
拠点を中心とした交通結節機能の強化に主
眼を置き、地域公共交通のあるべき姿とし
ての基本理念と方針を設定。目標達成に向
けて必要な施策を定めています。
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子し

曰い

は
（
わ
）

く
、

「
我わ

れ
三さ

ん
に
ん人

行
お
こ
な

へ
（
え
）

ば
、
必

か
な
ら

ず
我わ

が
師し

有あ

り
。」と
。


